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■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 多様な主体が、参画・協働してまちづくりに取り組み、交流により活発な活動を行っています。

関連する分野別計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察

協働によるまちづくりを進める上において、協働事業提案制度や市民活動応援制度により多様な主体と行政との
パートナーシップにより協働によるまちづくりを推進することができた。また、キラリまちづくりトークや市長への手紙等
を通じて、市政等に関する市民への説明や情報共有の機会を確保することができた。また伝わる広報活動として、
広報サポーターの活用等により、市民とのパートナーシップを推進することができた。

令和７年度 施策評価シート

施策の大綱 ５．市民力・地域力の活性化 評価担当者

基本施策 （２） 市民参画・交流活動の促進と協働の推進 市民文化部長　林　秀臣

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① 市民活動応援事業
9,639 市民活動応援制度を運用することで、登録団体の活動を支援することができ、

地域まちづくり協議会の事業の活性化に寄与することができた。また、課題解決
に向けて、制度の見直しを行うことができた。9,192

② 市制施行２０周年記念事業
603 市及び実行委員会主催イベント（計8件）の実施を通じて、市民や関係者と20年

の節目を祝うことで、市に対する愛着や誇りの醸成とともに、市民参画や交流の
促進につなげることができた。603

③ 行政情報番組提供事業
19,556 市民参画を得ながら市の取り組みや行事等の番組や特集番組について、番組を

制作・放送し、分かりやすく親しみやすい情報発信につなげた。安定した放送環
境の確保に向け、放送機器等の更新作業を実施した。19,220

① 市民活動支援事業
551

協働事業推進補助金を3団体に対し、総額304千円交付するなど、制度を活用
しながら、協働の推進を図った。また、市民活動・ボランティアセンター「ぷらっと」
の開設による中間支援の強化により、年間227件の相談支援と83件の団体同士
のマッチングを図り、市民活動の活性化につなげた。484

③ 広報紙発行費
9,978 市民が必要な情報を取得し、親しみを持って読んでいただけるよう、特集記事の

充実や様々な分野で活躍する市民等の紹介を行った。また、「広報亀山」につい
ては、発行回数を見直した上で、計画どおり発行した。9,962

③ ホームページ情報発信事業
3,323 年間を通じてホームページの作成や更新等について、適時的確に情報を発信

し、年間2,186,812件（前年比+26,890件）のページビュー数（閲覧数）を得るこ
とができた。3,126

③ インターネット利活用事業
1,782 令和7年度は、「緊急情報、防犯情報、イベント情報、お知らせ、気象警報」な

ど、177件の「かめやま・安心めーる」を配信し、安全で安心なまちづくりに寄与す
ることができた。1,782
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

78 77 80

協働事業提案制度の事業実施件数
（累計）

件 29 Ｒ３ 32 32 35

市民活動応援制度の登録団体数 団体 79 Ｒ３ 76 80

35 34

市ホームページのページビュー数 件 2,646,047 Ｒ２ 2,923,748 2,316,398 2,159,922 2,186,812 2,780,000

1.09 コロナ禍からの各種イベントや地域活動の回
復に伴い、活動の重要性は高まったものの、
コロナ禍前は当たり前であった地域活動への
参加の意識が若干低下し、満足度が下がっ
たものと考察される。一方、ボランティア活動
に関しては満足度が低く推移しており、各種
市民活動、ボランティア団体の高齢化や人材
不足による活動の停滞が考えられる。

満足度 ▲ 0.12 0.01 ▲0.09

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察
（令和6年度施策評価内容を参考記載）

1
行政情報を市民が入手しやすいしくみが
整っている

重要度 0.95 1.13

2 市政やまちづくりに市民が参加している
重要度 0.78 0.95 0.88

満足度 ▲ 0.22 🔺0.12 ▲0.13

3
身近な地域住民同士の活動が活発に行わ
れている

重要度 0.67 0.80 0.76

満足度 ▲ 0.27 🔺0.25 ▲032

4 ボランティア活動が活発に行われている
重要度 0.69 0.74 0.68

満足度 ▲ 0.40 🔺0.43 ▲0.42

広報・広聴の充実
各種媒体を連動させた伝わる広報活動を展開したほか、キラリまちづくりトーク等を通じて広く意見
を聴いた。今後も、市民参画や交流を促進する広報・広聴活動を進める。

施策の方向 施策推進に関する考察

市民活動の活性化と協働の推進
市民活動応援制度、協働事業提案制度及び中間支援機関設置により市民活動の活性化と協働
の推進を図ることができた。市民活動応援制度を検討の上、見直しを行った。

市民交流・地域間交流の促進
令和8年度に大阪府羽曳野市で開催される三市交流事業に係る担当者会議を開き、事業内容
を検討した。その結果、市民を募り、映画上映会が実施されることとなった。

今後の展開方針

市民活動応援制度については、市公式ＬＩＮＥやけんこうマイレージアプリと連携することで、これまで制度と関連の薄かった層へのアプローチを
図り、制度理解の浸透や市民活動への裾野の拡大を目指す。また、市民活動・ボランティアセンター「ぷらっと」の更なる周知を図りつつ、その
中間支援機能を生かして、団体間のマッチングや人材育成を促進し、活動の活性化につなげる。一方、市民や市民活動団体・地域間の交流
の活性化のため、引き続き、多様な主体が市民活動応援制度を活用してイベントや地域行事での交流機会を促す。さらに、白鳥伝説交流事
業を令和8年度に羽曳野市で実施するなど、市民の交流機会の充実するよう、取り組みの創出に努める。また、リニューアルした広報紙の特
集記事等の更なる充実に努めるなど、広報紙・行政情報番組・市公式ＬＩＮＥの各情報媒体の特性を生かした「伝わる広報」を推進するととも
に、広聴においては、幅広い市民の声をまちづくりに生かせるよう、対話の機会の充実を図る。

総合評価
市民活動の活性化と協働の推進については、これまで利用が停滞していた地域まちづくり協議会での市民活動応援券
の使用率が、制度周知や働きかけを行う中で、制度開始以来２番目の使用率である８７.９％となり、本制度への理解の
深まりをみることができた。また、応援交付金申請について、登録団体の活動動画を市ＨＰ等で紹介するなど、広く周知
を行ったことで、過去最高の申請率９６％ となり、幅広い登録団体への支援へつなげることができた。一方で、地域まち
づくり協議会間での使用率や、登録団体が受け取る応援交付金にもまち協間・団体間での格差の発生と、応援券の市
民間流通が進んでいない面が課題となっていることから、審査検証委員会等において制度の検証を行い、まち協から
の事業計画に基づく応援券の交付、1団体当たりの応援交付金の上限の変更及びけんこうマイレージとの連携など、制
度の見直しを行うことができた。また、令和７年度より市民活動・ボランティアセンター「ぷらっと」を社会福祉協議会と共
に設置し、以前からの課題であった中間支援機能を持たせることで、多様なパートナーシップの重層的な育成に向けて
ボランティア団体等の相談体制の充実や市民活動の支援等を展開した。毎月１５日にぷらっとカフェ１５（いこう）を開催
し、多くの市民及び団体の参加を得る中で、市民活動・ボランティア活動団体の活性化に寄与することができた。市民
交流・地域間交流の促進については、市制施行２０周年を祝うため、市民参加型の周年事業として「NHKのど自慢」や
「巡回ラジオ体操・みんなの体操会」など８つの取り組みを実施することで、市民の交流や関係人口の創出につなげるこ
とができた。一方、広報・広聴の充実については、若い世代など幅広い世代がより分かりやすく見やすいものとするため、
広報紙のリニューアルを実施した。また、行政情報番組について、事務事業点検の意見等を踏まえ、健康体操等のシ
リーズ講座の開始など、番組構成の刷新とコンテンツの充実を図った。

Ｂ
まずまず進んだ

/

